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電子式診断用スパイロメータ
SP-350COPDSpiro

Sift
医療機器承認番号：21500BZZ00099000

コンセプト搭載

TCat.107171C1V1070CT



COPDを自動解析・提供
熟練者や専門医レベルの知識を必要としたCOPDの判定をSP-350COPDが強力にサポート。
重症度に応じた5分類を検査後、スピーディに提供します。

軽量１５０gのニューセンサを採用！
検査を受けられる被検者の負担を大幅軽減したスクリーン型フローセンサを新採用しました。
センサに装着する各種オプションアクセサリも豊富にご用意しております。

専門医と一般開業医モードの切替え機能付き

ATS基準に準拠

使う立場や検査内容によって２つのモードから画面の情報量を選択でき、
場面に応じた設定を可能にしました。

（米国胸部疾患学会）ATS基準に準拠しています。

を司る！

コンセプト搭載

ハードウェア トータルに進化を遂げたクオリティ・スパイロ

ソフトウェア ユーザーニーズを鋭く反映したソフトウェアをここに

COPD カラ咳、息切れはCOPDの危険信号？！

測定手技例 新採用スクリーン型フローセンサ！

仕様・付属品・関連製品

解析項目

P3～4
P5～6
P7～9
P10～12

P13～14
P15 

COPD解析と
スパイロ解析を行う
コンパクトボディ！

一歩先行く診断スタイル、それはユーザー視点から生まれました。

呼吸機能検査のプロから、患者様の身近にいる

かかりつけ医の皆様にもフレンドリーな対応を実現。

スマートでスピーディな診断を実感して頂き、

指導力を注げる環境づくりにも貢献します。

電子式診断用スパイロメータ
SP-350COPDSpiro

Sift

呼吸機能疾患予防の最前線 を

静かに進む「肺の破壊」

進行すると

二度と戻りません。

現在は問題なくても

肺の健康に関するリスクを

知ることは大切です。



 ・スパイロ

▲センサロックで持ち運びもラクラク

画面上見やすいデータは報告書でも見やすく編集

類から選択可能です。

より、各パラメータの表示／非表示、また順番の入替えも可能です。

施設の必要や患者説明等のニーズに応じてお使い分け頂けます。

ハードウェア

プリンタ用紙はワンタッチでセット
記録紙が簡単に本体にセットでき、１秒間に約５行の印字が可能な

高速サーマルプリンタを内蔵。多くの被検者を測定する健診やスク

リーニング等でも印字時間で手間取ることはありません。

軽量・コンパクト
ボディサイズ
本体は1.6kg、センサー部150gの

軽量設計です。移動時はセンサー

ロック機構により本体にセンサを装

着したままで、安定した持ち運びが

行え便利です。

スクリーン型フローセンサ採用
検査中の被検者の負担を大幅軽減した150gの軽量センサを採用。

グリップ部は長めに設計され、センサを持ったときの安定したフィッ

ト感を追求しました。

また、フローセンサは取り外し

ての消毒が可能ですので、常

に衛生的な環境でお使いいた

だけます。

ATS基準に準拠
（米国胸部疾患学会）ATS基準に準拠しています。

プリンタ用紙はワンタッチでセット

見やすい日本語表示キー

トータルに進化を遂げたクオリティ 
医師と被検者、双方の視点から最適な使いやすさを追求。

ライトなボディは人間工学を取り入れた親和性の高い設計です。

診察室使用はもちろんのこと、
病棟等への持ち出しなどにも、
軽快なフットワークでお応えする

コンパクトサイズです。





現在の重要な死因の一つでありながら、
COPDと診断されている患者さんはCOPD罹患者のごく一部で、
潜在的患者さんはその数倍に上ると考えられます

COPD（慢性閉塞性肺疾患）
COPDは、空気の通り道である気管支や、気管支から分岐

した細気管支、その先にある肺胞に炎症性の病変が生じ、

肺への空気の出入りが阻害され、呼吸困難を引き起こす病

気の総称です。

潜在患者数530万人以上
2001年のNICE Study（Nippon COPD Epidemiology 

Study）による大規模調査の結果、日本におけるCOPD患

者は530万人を上回るといわれ、特に40歳以上のCOPD

有病率は、約8.5%という驚くべき数字が報告されていま

す。世界的に見ても、WHOの統計によればCOPDは現在

世界の死亡率の第4位、今後さらに増え続け、2020年に

は全世界の死亡率の第3位になることが予想されています。

かかりつけ医のドクターが主役です！

中年期に発症、徐々に症状が進行、
運動中の呼吸困難、不可逆な気流制限、長い喫煙歴

どのような症状でCOPDを疑うか？

喫煙（受動喫煙も含む）、 大気汚染、職業環境
（粉塵や化学物質等の有害物質を吸い込む可能性のある職業）、遺伝

※危険因子に対して感受性が高い一部の方々が臨床的に問題となるCOPDへと進行することが判っています。

危 険 因 子

示唆する特徴は？

COPDでは早期診断、早期治療の重要性が指摘され、かかりつけ医の先生は、

早期診断のカギを握っています。診断においてすべきことは初期の段階でCOPDに気づくことです。

咳、息切れ、喘鳴、痰といった日常のありふれた症状に注意してください。

COPDは、別名 ともいわれ、約90％の患者さんが喫煙者です。また、喫煙者はもちろん、受動

喫煙によりタバコを吸わない人の健康までおびやかしています。しかし、それ以外の発病因子も存在するのです。

COPDのリスクファクター

COPDの早期発見・診断に携わる方へ
いざ、その患者さんがスパイロ検査を必要とするのか否かを決定する一指標を参考として表記しました。

これらにあてはまる方にはCOPDの検査（スパイロ検査）を！

WHOなどの主導による指針

SP-350COPD判定機能がサポートします

COPDの診断の一助となる判定機能を搭載！
結果も専門医モードと開業医モードから選択
でき、表示・プリントできます。
※FEV1%GおよびFEV1の値からCOPDの重症度を自動判定します。

プリントアウト

・自覚症状…労作時の息切れ、喀痰、咳嗽、喘鳴

・喫煙歴

・吸気時に鎖骨上窩・肋間が陥没

・胸郭のビア樽状変形　

・肋骨下方外縁が吸気時に内側へ移動（Hoover徴候）

冠疾患 脳卒中 他の
脳血管
疾患

COPD 他の
全疾患

０

０.５０
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２.５０

３.００
（対１９６５年比）

-59％ -64％ -35％ +163％ -7％

米国における各種疾患死亡率の推移（１９６５～１９９８年）

P7 P9

FEV1/FVC＜70%
％FEV1≧80%

FEV1/FVC＜70%
50%≦％FEV1＜80%

FEV1/FVC＜70%
30%≦％FEV1＜50%

FEV1/FVC＜70%
％FEV1＜30%あるいは％FEV1＜50%
かつ慢性呼吸不全合併

I  期：軽度の気流閉塞

II 期：中等度の気流閉塞

III 期：高度の気流閉塞

IV 期 ： 極めて高度の気流閉塞

病　期 特　徴

表示画面

スパイロ検査を行うべき主な徴候は？

SP-350COPD判定機能

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

慢性の咳や痰

呼吸困難

危険因子に
さらされた経験

□ 間欠的もしくは毎日見られる

□ しばしば１日中見られるが、夜間にのみ起こることはめったにない

□ 慢性の喀痰はいずれのパターンであってもCOPDの可能性がある

□ 時間の経過に伴い悪化（進行性）

□ 毎日（持続的）

□ 運動時、労作時に悪化

□ 呼吸器感染症にかかった際に悪化

□ 喫煙

□ 職業上の塵・埃・化学物質を浴びた事がある

□ 調理や暖房燃料等の煙

1965～1998 1965～1998 1965～1998 1965～1998 1965～1998（年）

第４１回日本呼吸器学会　「GOLDガイドラインの国際発表」　2001.4.4

COPDの病期分類

COPD

こんな患者さん、見過ごしていらっしゃいませんか？

【監修：京都大学医学部 呼吸器内科 教授  三嶋 理晃】

風邪もひいていないのに咳や痰が止まらない。ちょっとした運動や日常生活で息切れを感じることがある。
そんな症状を見過ごしていませんか？ありふれた症状ですが、COPDを疑ってみてください。

カラ咳、息切れは危険信号？！
COPD（タバコ病）

この分類は気管支拡張薬吸入後のFEV1値に基づく。
呼吸不全：海面レベルで空気呼吸する際に、Pao2が60Torr以下の場合をいう。



※フィルタ、校正ポンプ使用時はアダプタが必要です。

小型・軽量・150g！
センサの重さは約150gと軽量。検査時にフィルタ、マウスピー

ス使用をセットしても約200ｇと、被検者が検査の時に感じる

重量負担が大幅に軽減されています。

滅菌でき、いつも衛生的
フローセンサは取り外して分解、滅菌や消毒、水洗いが行えま

すので、衛生的な環境下で検査を実施可能です。また、オプショ

ンで感染対策用フィルタ（PF-30S）の使用が可能です。

シッカリ握れる把手部分
センサのグリップが、従来品より長くなり持ちやすい形状に生

まれ変わりました。

移動にもひと工夫
本体に装備されたフローセンサロックにより、センサを本体に

固定可能。検診、院内回診など移動時の持ち運びがラクに行

えます。

ラバーキャップ
標準付属の専用ラバーキャップは、保管時の埃・ゴミ等の侵入

を防ぐ、センサキャップとしても使用でき便利です。通常はフ

ローセンサの分解をする際に使用します。

センサロック機構 センサの蓋としても使えます。

センサ／フィルタ
類接続イメージ

標準スタイル、アクセサリー接続スタイル
検査の衛生面や測定時のさらなるクオリティの向上を考えた、各種アクセサリー類を用意しております。

なかなか肺機能検査の実施に踏み切れない、簡単な様で煩雑なイメージがある、とお考えの皆様にも
容易に測定を実施していただける肺機能検査の代表的測定、VCとFVCの手技例を紹介します。

VC（Vital Capacity）測定手技例 〈肺活量測定〉

※ここに紹介した説明文は参考例です。

まず、VCについての
説明をしましょう

1

2
2 1

2 2

2 3

2 4

2 6

2 5

  吸って！吸って

表示画面例

①患者ID入力

②肺活量

③スタート

④ストップ

ストップキーを押すことで測定
を終了。（＊ストップキーを押さ
なくても、約90秒で自動的に
終了します。）

⑤プリント
良い測定データが録れたら結
果をプリントアウトします。

データ印刷出力
引き続き、他の測定に移る場
合は、そのままプリントキーを
押さずに測定を行います。

測定手技例

P10

3

キーを押すと自動的にゼロ調
整を行います。センサはホル
ダーに置いたままにします。

被検者にマウスピースをくわ
えてもらい、ノーズクリップを
装着させます。
その時、被検者の測定姿勢を
整えるよう指導。

測定開始！
元気よく！大きな声で、掛け声
をかけます。（左図②-１～６を
参考に）
※息を吐き出す時に、極端に前かがみ
　にならないよう指導してください。

軽くてやさしいスクリーン型ニューモタコセンサを新たに採用しました。

新採用スクリーン型
フローセンサ！

口形マウスピース接続（標準） フィルタ接続（オプション） フィルタ／シリコンマウスピース 校正ポンプ
※フィルタ、校正ポンプ使用時はアダプタが必要です。

簡単に分解でき、
洗浄が可能！

持ちやすさが
格段に向上！

患者さん準備

ラバーキャップを使用して、センサ
を３つに分解して洗浄等が行えます。

実践・かかりつけ医の皆様に知っていただきたい、  

〈努力性肺活量測定〉FVC（Forced Vital Capacity）測定手技例

気道が狭くなっていないかどうかについて調べ
          ※ここに紹介した説明文は参考例です。

まず、FVCについての
説明をしましょう

1

2

3

2 1

2 2

2 3

2 4

表示画面例

①患者ID入力

②努力肺活量

③スタート

④ストップ

ストップキーを押すことで測定
を終了。（＊ストップキーを押さ
なくても、約90秒で自動的に
終了します。）

⑤プリント
良い測定データが録れたら結
果をプリントアウトします。

データ印刷出力
引き続き、他の測定に移る場
合は、そのままプリントキーを
押さずに測定を行います。

測定手技例

P12

キーを押すと自動的にゼロ調
整を行います。センサはホル
ダーに置いたままにします。

被検者にマウスピースをくわ
えてもらい、ノーズクリップを
装着させます。
その時、被検者の測定姿勢を
整えるよう指導。

測定開始！
元気よく！大きな声で、掛け声
をかけます。（左図②-１～４を
参考に）
※息を吐き出す時に、極端に前かがみ
　にならないよう指導してください。

患者さん準備

【監修：東京大学医学部 呼吸器内科 教授  長瀬 隆　】

 簡単・肺機能検査スタイル！



外形寸法
重　　量

使用環境

測定方法
測定範囲
測定精度
測定方法
測定範囲
測定精度
RS-232C…1ch
AC100V
50/60Hz
20VA
クラスⅠ機器　B形

周囲温度
相対湿度

本体1.6kg    フローセンサ150g
10℃～40℃
80％以下（結露しないこと）

名　　称

性　　能

電気的定格

測定項目

スクリーン型ニューモタコ方式
0～±16L/S
指定値の±5%または±0.2L/sの大きい方
フロー積分方式
0～10L
指定値の±3%または±50mLの大きい方

電子スパイロメータ　SP-350COPD

肺気量分画測定

努力性肺活量

最大換気量

肺気量分画測定

努力性肺活量（強制呼出曲線曲線を含む）

投薬検査（Pre-Post）

呼吸機能検査等判断料（月１回のみ算定）

VC

FVC

MVV

測定時間

90秒

90秒

12秒

回数

3回

3回

2回

フロー測定

ボリューム測定

データ転送
定格電圧
電源周波数
消費電力
保護型式／程度

）みの体本（  mc8）さ高（  52）行奥（  52）幅（

フローセンサ
スクリーン
キャップ
フローセンサアダプタ
ノーズクリップ（アオ）
感熱記録紙（58mm×25m、
型式：TP-211C-3）
電源コード
口形マウスピース
ポール肺機能検査用フィルター（PF-30S）
取扱説明書
添付書類

VC

FVC

VC

FVC

80点

80点

80点

80点

140点

一式
2個
1個
1個
1個
1巻

1本
1箱（50本入）
2個
1冊
1枚

測定項目 付属品一式

診療報酬点数

製品仕様

フローセンサー式 スクリーン（2個入り） キャップ フローセンサアダプタ
（フィルター /校正ポンプ用）

ポール肺機能
検査用フィルター

ノーズクリップ　アオ 口形マウスピース

付属品

P13

スクリーン型ラミナー Oリング シリコーンオイル 3L校正ポンプ フィルター用
シリコンマウスピース

ノーズクリップ　L

別売品

関連製品

P14

仕様・付属品・関連製品

肺機能検査の
ハイエンドマシン

多機能タイプの電子式
診断用スパイロメータ

理想の空間浄化のために禁煙治療の動機付けにノンキャリブレーション
超音波センサ方式

メータマックス３B
医療機器承認番号：21200BZY00364000

メータライザー３B
医療機器承認番号：21200BZY00268000

メータライザー
医療機器承認番号：21100BZY00373000

呼気ガス分析代謝モニタ
FUDACー 77
医療機器承認番号：21100BZZ00700000

総合呼吸機能自動解析システム
SPー 770COPD
医療機器承認番号：21700BZZ00006000

電子式診断用スパイロメータ
マイクロCOモニター
医療機器承認番号：21300BZY00425000

一酸化炭素ガス分析装置

機器

EasyOne
医療機器承認番号：21500BZY00314000

電子式診断用スパイロメータ

FDSー GON

紫外線殺菌ランプ内蔵
空気清浄除菌脱臭装置

代謝や心肺機能測定に



解析項目


